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市
内
の
就
業
状
況
を
ど

の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
ま

す
か
。（
企
業
の
受
け
入
れ

体
制
、
給
与
面
、
季
節
労
働

者
の
雇
用
状
況
）

 

産
業
経
済
部
長

　

雇
用
形
態
等
の
条
件
に
よ

り
採
用
に
至
ら
な
い
実
情
も

あ
り
、
勤
労
者
は
市
外
事
業

所
へ
の
依
存
度
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
の
安
定
的

な
就
労
の
場
の
確
保
が
大
変

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

 

若
者
の
流
出
防
止
や
、

若
者
世
代
の
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン

を
促
す
た
め
定
住
対
策
等
が

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
更
な
る

施
策
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

 

市
民
環
境
部
長

　
「
お
い
で
よ
高
島
・
若
者

マ
イ
ホ
ー
ム
支
援
事
業
補
助

金
」
を
新
た
に
創
設
す
る
な

ど
、
若
者
の
定
住
促
進
に
向

け
、
住
宅
環
境
の
整
備
や
子

育
て
対
策
な
ど
組
織
横
断
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

 
地
域
産
業
の
発
展
を
目

指
し
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
」

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
進
捗

状
況
は
。

 

産
業
経
済
部
長

　

農
産
物
や
加
工
品
を
認
証

す
る
「
農
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証

制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

ま
た
「
高
島
ち
ぢ
み
」
の
商

標
登
録
を
取
得
し
ま
し
た
。

 

「
び
わ
湖
源
流
の
郷
た

か
し
ま
認
証
制
度
」
の
営
業

戦
略
は
、
ど
の
よ
う
に
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
か
。

 

地
域
産
業
が
連
携
す
る

中
で
、
地
域
間
競
争
に
勝
ち

抜
く
た
め
の
情
報
発
信
や
市

場
開
拓
の
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。

 

農
産
物
の
認
証
後
、
将

来
性
の
あ
る
生
産
計
画
、
商

品
企
画
、
販
売
企
画
が
急
務

と
考
え
ま
す
が
、
如
何
で
す

か
。 

認
証
制
度
を
成
功
さ
せ

る
に
は
長
期
的
な
計
画
は
大

切
で
す
。
ま
た
、
情
報
発
信

は
不
可
欠
で
、
ト
ラ
ッ
ク
ラ

ッ
ピ
ン
グ
や
農
産
ブ
ラ
ン
ド

推
進
店
登
録
制
度
を
進
め
ま

す
。 

６
次
産
業
化
に
対
す
る

市
の
考
え
は
。
ま
た
個
別
相

談
や
課
題
解
決
等
、
ソ
フ
ト

面
の
支
援
体
制
は
。

 

６
次
産
業
を
地
域
産
業

の
振
興
戦
略
の
一
つ
に
位

置
付
け
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
部

門
で
の
相
乗
効
果
を
高
め
ま

す
。
ま
た
、
支
援
の
体
制
と

し
て
は
、
事
業
導
入
に
係
る

相
談
活
動
や
国
・
県
の
補
助

制
度
の
紹
介
に
努
め
る
他
、

「
農
商
工
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ

ア
」
の
開
催
を
支
援
し
ま

す
。

び
わ
湖
源
流
の
郷
た
か
し
ま
戦
略
と

高
島
市
の
雇
用
問
題
に
つ
い
て

廣
本　

昌
久　

議
員

　

政
府
民
主
党
は
「
総
合
こ

ど
も
園
」
を
核
と
し
た
「
子

ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
」
を
進
め
る
べ
く
「
総
合

こ
ど
も
園
法
案
」
を
国
会
に

提
出
し
審
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
高
島
市
で
は
、

安
曇
川
地
域
で
私
立
の
３
幼

保
園
が
25
年
春
開
園
を
目
指

し
て
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

 

市
に
お
け
る
幼
保
一
体

化
へ
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
の
経
緯
と
現
状
は
。

 

子
ど
も
局
長

　
「
高
島
市
乳
幼
児
保
育
・

教
育
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

を
策
定
し
、
市
内
す
べ
て
の

園
に
お
い
て
、
適
正
な
執
行

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
育
園
と
公
立
幼
稚
園
の
窓

口
を
一
本
化
す
る
と
と
も

に
、
民
間
の
保
育
園
と
幼
稚

園
の
運
営
に
係
る
支
援
に
一

定
の
均
衡
を
図
っ
て
い
ま

す
。

 

新
旭
地
域
で
は
早
く
か

ら
幼
保
一
元
化
へ
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
現
状
と
課
題
は
。

 

幼
児
園
と
し
て
開
設
さ

れ
た
２
園
は
、
先
の
「
共
通 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
基
本
と

し
た
保
育
・
教
育
計
画
に

基
づ
き
、
保
育
教
育
の
均
等

化
に
努
め
て
い
ま
す
。
課
題

は
、
保
育
園
の
需
要
は
拡
大

し
、
幼
稚
園
の
入
園
者
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

 

安
曇
川
地
域
に
お
け
る

３
園
の
新
設
開
園
に
対
し

て
、
各
園
の
相
互
運
営
調
整

や
旧
学
区
間
の
運
営
調
整
、

ま
た
各
地
域
や
保
護
者
の
声

が
十
分
反
映
さ
れ
、
理
解
が

得
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
特
に
安
曇
川
地
域
に
お

け
る
幼
保
一
体
化
に
対
し
て

現
状
及
び
将
来
に
対
す
る
市

の
見
解
は
。

 

３
園
の
円
滑
な
運
営
に

む
け
て
、
園
児
数
の
推
移
を

み
な
が
ら
定
員
を
調
整
し
、

２
園
の
幼
稚
園
は
保
育
部
分

を
併
設
し
た
認
定
こ
ど
も
園

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 

将
来
的
に
高
島
市
に
お

け
る
幼
保
一
体
化
論
に
対
す

る
市
の
見
解
は
。

 

次
世
代
を
担
う
子
ど
も

が
心
身
と
も
健
や
か
に
育
つ

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目

的
に
、「
た
か
し
ま　

こ
ど

も　

み
ら
い　

あ
く
し
ょ

ん
・
ぷ
ら
ん
２
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
基
本
政
策

と
し
て
先
の
「
共
通
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
を
位
置
づ
け
、
幼

保
一
体
化
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
市
内
の
通
学
路
を
含
む
生

活
道
路
の
安
全
点
検
は
万

全
か
。

高
島
市
に
お
け
る
幼
保
一
体
化
の

現
状
と
課
題
を
質
す

山
川　

恒
雄　

議
員

　

多
く
の
中
小
事
業
所
は
経

済
の
悪
化
に
苦
し
み
、
経
営

は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る

な
か
、
次
の
質
問
を
し
ま

す
。 

圧
倒
的
多
く
の
中
小
企

業
者
に
し
っ
か
り
と
光
を
あ

て
た
取
り
組
み
は
。

 

産
業
経
済
部
長

　
「
企
業
活
動
支
援
条
例
」

に
基
づ
き
、
企
業
が
行
う
設

備
投
資
や
地
元
雇
用
、
ま

た
、
経
営
基
盤
の
強
化
対
策

に
支
援
措
置
を
講
じ
て
い
ま

す
。 

中
小
企
業
支
援
を
産
業

振
興
の
柱
に
据
え
る
べ
き
で

は
。 

中
小
企
業
支
援
は
、
高

島
の
産
業
振
興
に
極
め
て

重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
お

り
、「
び
わ
湖
源
流
の
郷
た

か
し
ま
戦
略
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
攻
め
る
産
業
づ
く
り

を
基
本
と
し
つ
つ
、
景
気
動

向
等
を
見
極
め
な
が
ら
地
域

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

 

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
の
た
め
太
陽
光
発
電
補
助

が
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
が

現
状
は
。

 

節
電
や
省
エ
ネ
へ
の
関

心
が
高
ま
り
、
利
用
者
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
本
年
度
は
20
件
の
申
請

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

自
殺
対
策
に
つ
い
て

　

自
殺
者
に
は
、
経
済
、
生

活
問
題
、
家
庭
問
題
が
関
係

す
る
こ
と
か
ら
そ
の
対
策
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
次
の
質
問
を
し
ま
す
。

 

自
殺
予
防
の
市
と
医
師

会
の
連
携
は
。

 

健
康
福
祉
部
長

　

現
在
は
医
師
会
と
の
連
携

体
制
は
な
く
、
必
要
に
応
じ

て
主
治
医
に
相
談
す
る
方
法

を
と
っ
て
い
ま
す
。

 
市
内
の
自
殺
者
の
推
移

は
。 

平
成
22
年
の
市
内
の
自

殺
者
は
、
男
性
8
名
、
女
性

６
名
で
す
。

 

自
殺
の
主
な
原
因
は
。

 

警
察
庁
の
資
料
に
よ
り

ま
す
と
、「
健
康
問
題
」「
経

済
・
生
活
問
題
」「
家
庭
問

題
」
と
続
い
て
い
ま
す
。

 

自
殺
対
策
連
絡
協
議
会

の
設
置
は
。

 

現
在
は
、
自
殺
予
防
連

絡
会
議
に
お
い
て
情
報
交
換

し
、
今
後
の
取
り
組
み
に
生

か
せ
る
よ
う
協
議
し
て
い
ま

す
。 

自
殺
予
防
教
育
の
あ
り

方
は
ど
う
い
っ
た
内
容
で
す

か
。 

自
殺
予
防
の
た
め
に
は

校
内
体
制
を
構
築
し
、
校
外

の
関
係
機
関
と
の
連
携
が
重

要
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
島
市
内
に
お
け
る

中
小
振
興
策
に
つ
い
て

秋
永　

安
次　

議
員

増加傾向の住宅用太陽光発電

「高島ちぢみ」を使った
女性用カラーステテコ

子どもたちが健やかに育つ環境整備を




